
韓
国
の
文
在
寅

（ム
ン

・
ジ

ェ
イ
ン
）
大
統
領
が
８
月
２２

日
、
日
韓
の
軍
事
情
報
包
括
保

護
協
定

（Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
）
破

棄
を
決
定
し
た
こ
と
は
、
米
国

を
激
怒
さ
せ
た
。
米
国
は
対
中

国
戦
略
上
、
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
を

不
可
欠
な
軍
事
情
報
上
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し

て
い
る
。
米
国
は
中
国
と
新
冷

戦
を
戦

っ
て
お
り
、
最
前
線
基

地
は
韓
国
と
日
本
と
考
え
て
い

る
。し

か
も
、
韓
国
は
事
前
通
告

な
し
に
決
定
し
た
。

マ
イ
ク

・
ポ
ン
ペ
オ
国
務
長

官
は
同
日
、
韓
国
の
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ

Ｉ
Ａ
破
棄
決
定
に

「懸
念
と
失

望
」
を
表
明
し
た
。
ラ
ン
ド
ー

ル

・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
国
防
次
官

補
も

「再
考
を
望
む
」

「今
回

の
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
破
棄
決
定

は
、
米
国
の
安
全
保
障
の
利
益

に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
」
と
繰

り
返
し
、
文
政
権
に
伝
え
た
。

だ
が
、
韓
国
外
務
省
の
趙
世

膜

（チ
ョ
・
セ
ヨ
ン
）
第
■
次

官
は
同
月
２８
日
ヽ
ハ
リ
‐

・
ハ

リ
ス
駐
韓
米
国
大
使
を
同
省
に

呼
び
付
け
て
、

「米
国
の
失
望

表
明
は
、
両
国
関
係
強
化
に
役

れ
て
い
る
。

立
た
な
い
」
と
高
圧
的
に
叱
り

　

今
後
、
米
国
が
と
る
対
応
は

付
け
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
つ
。

「
文
政
権
の
崩
壊
」

こ
れ
は
極
め
て
異
例
だ
。
粘

か
、

「在
韓
米
軍
の
撤
退
」
で

り
強
く
説
得
を
す
る
米
国
に
夕

あ
る
。

ン
カ
を
切

っ
た
の
で
あ
る
。
米

　

一剛
者
は
す
で
に
、
文
氏
が
９

国
を
裏
切

っ
た
韓
国
。
そ
の
結

日
に
任
命
し
た
曹
国

（チ
ョ
・

果
、
文
政
権
は
窮
地
に
立
た
さ

グ
ク
）
法
相
と
、
ヂ
錫
悦

（
ユ

米

国

は

韓

国

に

Ｊ

一
く

だ

り

半

」

ン

・
ソ
ク
ゴ
ル
）
検
事
総
長
率

い
る
検
察
と
の
全
面
対
立
と
な

っ
て
現
れ
て
い
る
。
文
、
曹
両

氏
は

「
検
察

つ
ぶ
し
」
を
狙

い
、
自
ら
の
延
命
を
図
る
。
ヂ

氏
は
、
曹
氏
の
不
正
疑
惑
を
暴

き
、
文
氏
の
息
の
根
を
と
め
よ

う
と
し
て
い
る
。

在
韓
米
軍
の
撤
退
は
、
文
氏

の
望
む
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
日
本

の
朝
鮮
半
島
統
治
か
ら
の
解
放

記
念
日

「光
復
節
」

（８
月
１５

日
）
の
式
典
で
、
文
氏
は

「
２

０
４
５
年
に
は
南
北
統

一
を
目

指
す
」
と
宣
言
し
、
在
韓
米
軍

撤
退
を
促
し
た
。
米
軍
が
韓
国

に
い
る
限
り
、
南
北
統

一
は
成

り
た
た
な
い
。
文
氏
は
、
日
本

を
た
た
く

（＝
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ

破
棄
決
定
）
こ
と
で
、
統

一
を

一
　

か
わ
か
み

。
た
か
し
　
１
９
５
５
年
、
熊
本
県
生
ま
れ
。
拓
殖
大

一
学
海
外
事
情
研
究
所
所
長
。
大
阪
大
学
博
士

（国
際
公
共
政
策
）
。

一
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
外
交
政
策
研
究
所
研
究
員
、
世
界
平
和
研

一
究
所
研
究
員
、
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
主
任
研
究
官
、
北
陸
大
学
法
学

一
部
教
授
な
ど
を
経
て
現
職
。
著
書
に

『
「
新
し
い
戦
争
」
と
は
何

一
か
』

（ミ
ネ
ル
ヴ

ァ
書
房
）
、

『
ト
ラ
ン
プ
後
の
世
界
秩
序
』

（東

一
洋
経
済
新
報
社
）
な
ど
。

果
た
そ
う
と
し
た
の
だ
。
　
　
　
韓
国
が
同
盟
国
で
な
く
な
れ

し
か
し
、
米
国
は
文
氏
に
　
ば
、
考
慮
に
入
れ
る
必
要
は
な

「
三
く
だ
り
半
」
を
突
き
付
け
　
く
な
る
。

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
国
は
現
在
、
地
球
規
模
の

在
韓
米
軍
の
撤
退
は
、
米
国

米
軍
再
編

（Ｇ
Ｐ
Ｒ
）
に
着
手

が
韓
国
を
北
朝
鮮
と
同
じ

「脅

し
て
お
り
、
在
韓
米
軍
は
す
で

威
」
と
認
識
し
、
韓
国
も
米
軍
　
に
な
い
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
の

の
抑
止

（
攻
撃
）
対
象
と
な

場
合
、
日
本
の
防
衛
ラ
イ
ン
は

る
。
北
朝
鮮
主
導
の
朝
鮮
半
島

長
崎
県

。
対
馬
ま
で
下
が
る
。

統

一
が
画
策
さ
れ
れ
ば
、
米
国

朝
鮮
半
島
有
事
の
軍
事
作
戦
計

は
躊
躇

（ち
ゅ
う
ち
ょ
）
な
く

画

（Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
も
全
面
修

北
朝
鮮
を
先
制
攻
撃
す
る
こ
と
　
正
と
な
る
。
今
後
、
日
本
と
韓

に
な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
偶
発
的
衝
突
が
起
き
な
い

■
９
９
０
年
代
の
第
■
次
北
　
と
も
か
ぎ
ら
な
い
。

朝
鮮
核
危
機
当
時
、
ク
リ
ン
ト
　
　
こ
れ
ら
を
見
据
え
て
、
安
倍

ン
政
権
は
北
朝
鮮

へ
の
先
制
攻

晋
三
首
相
は

「河
野
太
郎
防
衛

撃
を
、
韓
国
の
人
命
被
害
を
憂

相
、
茂
木
敏
充
外
相
」
と
い
う

慮
し
て
あ
き
ら
め
た
。
だ
が
、
　

布
陣
を
敷
い
た
の
か
。

「 光復 節 」 の式典 で 演説

する文大 統領 (共同 )


